
（
※
前
号
よ
り
続
く
）

問
題
12：

白
人
の
植
民
地
支
配
を
排
除

し
た
日
本
軍
は
現
地
で
解
放
軍
と
し

て
迎
え
ら
れ
た
か

（
１
）
大
東
亜
共
栄
圏
の
形
成
と
八
紘
一

宇
の
支
配

東
南
ア
ジ
ア
の
支
配
に
は
、「
大
東
亜

共
栄
圏
」
や
「
八
紘
一
宇
」（
天
下
は
一

つ
の
家
。
日
本
書
紀
か
ら
来
て
い
る
）

と
い
う
標
語
が
利
用
さ
れ
た
。
１
９
４

３
年
11
月
、
日
本
の
占
領
下
に
あ
る
大

東
亜
共
栄
圏
内
の
各
国
首
脳
が
東
京
に

集
ま
っ
て
大
東
亜
会
議
を
開
催
し
、
大

東
亜
共
同
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
、「
大
東
亜
を
英
米
の
桎
梏
よ
り
開

放
し
、
自
存
知
栄
を
全
う
し
、
大
東
亜

を
建
設
し
、
平
和
を
確
立
す
る
」
と
あ

っ
た
。

し
か
し
、
日
本
は
占
領
地
に
は
独
立

を
あ
た
え
ず
軍
政
を
し
い
た
。
選
挙
等

の
民
主
的
手
続
き
に
よ
ら
ず
、
政
府
首

脳
に
は
日
本
側
が
選
任
し
た
人
物
を
就

任
さ
せ
、
支
配
者
が
入
れ
替
わ
っ
た
だ

け
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

地
域
差
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
東
亜

共
栄
圏
、
八
紘
一
宇
を
掲
げ
な
が
ら
、

神
社
造
営
を
し
、
日
本
語
に
よ
る
皇
民

化
教
育
や
宮
城
遥
拝
の
推
奨
を
し
た
。

日
本
が
親
で
支
配
地
域
の
人
間
は
子
供

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
天
皇
が
神
と
教

わ
り
、
民
主
主
義
を
知
ら
な
い
当
時
の

日
本
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
様
な
支
配

の
仕
方
が
限
界
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
各
国
に
と
り
日
本
の
支

配
が
独
立
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
こ
と
に
緒
戦
の
勝
利

は
、
歴
史
を
大
き
く
動
か
し
た．

そ
れ

は
植
民
地
主
義
の
終
焉
で
あ
り
、
有
色

人
種
が
白
人
と
同
等
に
戦
え
る
こ
と
を

示
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
欧
米
人

の
歴
史
家
に
は
、
こ
の
点
を
強
調
す
る

も
の
が
多
い
。
た
だ
、
実
態
を
み
る
と
、

必
ず
し
も
こ
の
様
に
単
純
化
は
で
き
な

い
よ
う
だ
。

も
と
も
と
植
民
地
で
は
、
ゴ
ム
、
ジ

ュ
ー
ト
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
商

品
を
作
ら
せ
、
食
料
は
輸
入
す
る
と
い

う
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
日

本
軍
の
占
領
に
よ
っ
て
経
済
は
混
乱
し

た
。
支
配
地
域
は
外
部
地
域
と
の
交
易

関
係
が
断
た
れ
た
た
め
、
輸
出
品
は
輸

出
先
を
失
い
、
必
要
な
工
業
製
品
も
入

っ
て
こ
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

日
本
に
は
、
列
強
に
代
わ
っ
て
こ
れ

ら
の
地
域
の
産
物
を
引
き
受
け
、
必
要

な
工
業
製
品
を
供
給
す
る
力
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
食
糧
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
た
マ
レ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
は

食
糧
自
給
の
た
め
に
商
品
作
物
か
ら
米

や
と
う
も
ろ
こ
し
へ
の
転
換
が
図
ら
れ

た
が
、
う
ま
く
機
能
せ
ず
、
深
刻
な
食

糧
不
足
に
陥
っ
た
。
そ
の
う
え
日
本
軍

は
駐
留
軍
に
必
要
な
食
糧
や
物
資
を
現

地
調
達
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
物
資
の
不
足
は
深
刻
に
な

り
、
こ
れ
に
軍
票
の
乱
発
が
加
わ
り
、

域
内
は
慢
性
の
イ
ン
フ
レ
に
陥
っ
て
い

た
。

（
２
）
ビ
ル
マ
で
は
民
衆
の
心
を
つ
か
め

な
か
っ
た
日
本

ビ
ル
マ
は
長
く
イ
ギ
リ
ス
が
植
民
地

支
配
し
て
い
た
。
日
本
軍
は
援
蒋
ル
ー

ト
の
遮
断
な
ど
を
目
的
と
し
て
ビ
ル
マ

へ
進
攻
し
、
42
年
５
月
全
土
を
制
圧
し

た
。
統
治
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
は
仏

教
徒
同
士
の
連
帯
を
期
待
し
た
。
し
か

し
、
妻
帯
し
た
り
従
軍
し
た
り
す
る
日

本
の
僧
侶
な
ど
ビ
ル
マ
の
僧
侶
が
理
解

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
期
待
は
空
回

り
に
終
わ
っ
た
よ
う
だ
。

43
年
末
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
ジ
ア

に
お
け
る
植
民
地
の
回
復
、
ア
メ
リ
カ

と
中
国
は
援
蒋
ル
ー
ト
の
回
復
を
目
指

し
て
本
格
的
反
攻
に
転
じ
た
。
日
本
軍

は
制
空
権
を
失
っ
た
中
で
、
イ
ン
パ
ー

ル
作
戦
（
44
年
３
月
〜
６
月
）
を
展
開

し
た
が
大
敗
し
た
。
９
万
の
日
本
軍
将

兵
の
う
ち
、
無
事
に
生
還
で
き
た
の
は

３
万
人
に
満
た
ず
、
撤
退
ル
ー
ト
は
死

体
が
累
々
と
し
た
こ
と
か
ら
、「
白
骨
街

道
」
と
呼
ば
れ
た
。

45
年
２
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国

軍
の
軍
事
進
攻
で
援
蒋
ル
ー
ト
が
再
開

さ
れ
、
３
月
、
ア
ウ
ン
サ
ン
が
指
揮
す

る
ビ
ル
マ
国
民
軍
は
日
本
及
び
そ
の
指

導
下
に
あ
る
ビ
ル
マ
国
政
府
に
対
し
て

ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
イ
ギ
リ
ス
側

に
寝
返
っ
た
。

日
本
は
ビ
ル
マ
の
民
衆
の
心
を
つ
か

ん
で
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。
連
合
軍
は

終
戦
ま
で
に
ビ
ル
マ
の
ほ
ぼ
全
土
を
奪

回
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
ビ
ル
マ
の
独

立
を
許
さ
ず
、
再
び
イ
ギ
リ
ス
領
と
な

っ
た
。
独
立
達
成
は
48
年
で
あ
る
。

（
３
）
マ
レ
ー
人
に
は
解
放
軍
だ
っ
た

41
年
12
月
８
日
に
マ
レ
ー
半
島
北
端

に
奇
襲
上
陸
し
た
日
本
軍
は
、
２
月
15

日
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
イ
ギ
リ
ス
軍

を
降
伏
さ
せ
た
。
住
民
の
う
ち
華
僑
系

は
支
那
事
変
の
影
響
で
抗
日
運
動
が
激

し
く
、
日
本
の
軍
政
も
華
僑
に
は
厳
し

か
っ
た
。
こ
の
反
作
用
で
、
マ
レ
ー
系

や
イ
ン
ド
系
に
は
寛
大
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
日
本
は
イ
ス
ラ
ム
に
は
寛
容

だ
っ
た
し
、
マ
レ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
圧

政
に
苦
し
ん
で
い
た
の
で
、
マ
レ
ー
人

や
イ
ン
ド
系
住
民
に
と
っ
て
は
、
日
本

軍
は
解
放
軍
と
映
っ
た
よ
う
だ
。
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

日
本
敗
戦
後
は
イ
ギ
リ
ス
の
軍
政
が

復
活
し
た
が
、
そ
の
後
の
独
立
へ
の
運

動
を
経
て
、
57
年
８
月
に
イ
ギ
リ
ス
連

邦
内
で
立
憲
君
主
国
と
し
て
念
願
の
独

立
を
果
た
し
た
。
65
年
８
月
に
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
が
分
離
独
立
し
た
。

（
４
）
間
接
統
治
の
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ラ
オ
ス

戦
前
に
進
駐
し
た
仏
印
（
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
）
で
は
、
旧
来

の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
支
配
体
制
を
利
用

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
皇
民
化
な
ど
の

弊
害
は
少
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
食
糧

問
題
は
深
刻
で
、
こ
と
に
、
44
年
末
か

ら
45
年
に
か
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
で

は
１
０
０
万
と
も
２
０
０
万
人
と
も
言

わ
れ
る
多
数
の
餓
死
者
を
出
し
た
。

こ
れ
は
稲
作
か
ら
軍
事
物
資
で
あ
る

ジ
ュ
ー
ト
へ
の
作
付
転
換
を
強
制
し
た

と
こ
ろ
に
、
南
部
の
デ
ル
タ
地
帯
か
ら

の
米
の
輸
送
が
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
途

絶
え
た
こ
と
か
ら
起
き
た
も
の
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
は
、
日
本
の
敗
戦
後
の
45

年
９
月
２
日
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
を
初

代
国
家
主
席
に
独
立
宣
言
を
し
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
が
戻
っ
て
き
て
独
立
戦
争
と

な
り
、
54
年
５
月
、
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン

フ
ー
で
フ
ラ
ン
ス
に
勝
利
し
、
７
月
の

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
で
独
立
を
達
成
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
ア
メ
リ

カ
の
支
援
を
受
け
た
ゴ
・
ジ
ン
・
ジ
ェ

ム
政
権
が
南
に
成
立
し
、
分
断
国
家
と

な
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
向
か
う
こ
と

と
な
る
。

（
５
）
統
治
が
比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

42
年
２
月
、
日
本
軍
の
蘭
領
イ
ン
ド

シ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民

地
支
配
は
崩
壊
し
、
全
域
を
軍
政
支
配

下
に
置
い
た
。
石
油
を
は
じ
め
と
す
る

天
然
資
源
の
確
保
の
た
め
、
現
地
住
民

の
協
力
を
と
り
つ
け
る
必
要
か
ら
緩
和

政
策
を
基
本
と
し
、
し
か
る
べ
き
後
に

独
立
さ
せ
る
方
針
を
取
っ
て
い
た
。

拘
留
さ
れ
て
い
た
ス
カ
ル
ノ
や
ハ
ッ

タ
ら
の
民
族
主
義
運
動
の
指
導
者
を
解

放
し
、
オ
ラ
ン
ダ
支
配
下
で
迫
害
さ
れ

て
い
た
イ
ス
ラ
ム
教
の
活
動
を
自
由
化

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
愚
民
化
政
策
を
改

め
、
一
般
国
民
に
対
す
る
初
等
教
育
か

ら
高
等
教
育
に
至
る
教
育
制
度
の
充
実

を
行
い
、
44
年
９
月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
旗
の
掲
揚
と
国
歌
の
斉
唱
を
解
禁

し
た
。
皇
民
化
教
育
の
弊
害
は
比
較
的

少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

日
本
敗
戦
後
の
45
年
８
月
17
日
、
ス

カ
ル
ノ
は
独
立
宣
言
を
し
た
が
、
戻
っ

て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
は
こ
れ
を
無
効
と
し
、

独
立
戦
争
と
な
っ
た
。
日
本
か
ら
軍
事

訓
練
を
受
け
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
者

が
独
立
の
た
め
の
大
き
な
勢
力
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
独
立
運
動
に
加
わ
っ

た
残
留
日
本
兵
も
多
か
っ
た
。
独
立
達

成
は
49
年
12
月
で
あ
る
。

（
６
）
悲
劇
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

41
年
12
月
23
日
、
日
本
軍
が
ル
ソ
ン

島
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
率
い
る
ア
メ
リ
カ
と
戦
闘
に
入

っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
マ
ニ
ラ
の
無

防
備
都
市
宣
言
を
行
っ
て
撤
退
し
、
バ

タ
ー
ン
半
島
と
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
に

立
て
こ
も
っ
た
。
３
月
12
日
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
は
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
脱
出
し
、

４
月
９
日
、
バ
タ
ー
ン
半
島
も
陥
落
し

た
。宗

主
国
ア
メ
リ
カ
が
46
年
の
独
立
を

約
束
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の

軍
政
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
統
治
は
難

し
か
っ
た
。
従
来
の
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス

政
府
（
35
年
に
設
立
さ
れ
た
自
治
政
府
）

を
そ
の
ま
ま
使
う
と
い
う
方
針
で
あ
っ

た
が
、
抗
日
ゲ
リ
ラ
が
強
力
で
、
リ
カ

ル
テ
将
軍
と
い
う
親
日
勢
力
も
あ
っ
た

が
少
数
派
で
あ
っ
た
。
43
年
10
月
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
の
設
立
を
認
め
た
が
、

状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

44
年
10
月
の
レ
イ
テ
沖
海
戦
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
と
の
陸
上
戦
が
始
ま
っ
た
。

日
本
軍
は
マ
ニ
ラ
に
立
て
こ
も
り
、
マ

ニ
ラ
は
約
１
ヶ
月
間
の
激
し
い
市
街
戦

の
結
果
、
３
月
３
日
に
陥
落
し
た
が
、

市
街
地
は
廃
墟
と
化
し
て
い
た
。
市
民

の
犠
牲
者
は
約
10
万
人
と
言
わ
れ
る
。

組
織
的
戦
闘
が
終
わ
っ
て
も
日
本
兵

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
立
て
こ
も
り
、
戦
闘

を
継
続
し
た
。
食
料
は
略
奪
す
る
し
か

な
く
、
多
く
の
現
地
住
民
が
戦
闘
に
巻

き
込
ま
れ
犠
牲
と
な
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
死
者
は
、
米
軍
の
爆
撃
に
よ
る

犠
牲
、
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
た
者
を
含

め
、
１
０
０
万
人
を
超
え
る
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
、
韓
国
や
中
国
と
違
い
、
カ
ト

リ
ッ
ク
精
神
に
基
づ
き
、
国
の
方
針
と

し
て
日
本
の
責
任
を
追
及
し
な
い
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
多
く
の
犠
牲
を
強
い
た
こ
と
さ
え
忘

れ
て
い
る
日
本
人
が
多
い
の
は
残
念
な

こ
と
で
あ
る
。

（
７
）
イ
ン
ド
に
は
独
立
の
イ
ン
パ
ク
ト

イ
ン
ド
本
土
は
戦
場
に
な
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
ス
バ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
ド

ラ
・
ボ
ー
ス
の
独
立
運
動
は
武
力
戦
争

で
独
立
を
勝
ち
取
る
と
し
、
大
東
亜
共

栄
圏
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

他
方
、
ネ
ル
ー
や
ジ
ン
ナ
ー
の
国
民

会
議
派
は
、
中
国
や
朝
鮮
に
対
す
る
日

本
の
姿
勢
に
怒
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
協
力

し
て
独
立
を
勝
ち
取
る
方
針
を
た
て
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を
認
め
る
と
い
う

条
件
を
取
り
付
け
て
連
合
国
側
に
協
力

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

ボ
ー
ス
の
イ
ン
ド
国
民
軍
５
０
０
０

人
は
、
日
本
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
参

加
し
て
い
る
。
こ
の
戦
い
は
、
イ
ン
ド

人
に
と
っ
て
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立

の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
よ
う

だ
。45

年
７
月
５
日
に
成
立
し
た
イ
ギ
リ

ス
の
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
ボ
ー
ス
ら
を

国
王
に
対
す
る
反
逆
罪
で
裁
判
に
か
け

た
が
、
こ
れ
が
イ
ン
ド
国
民
の
大
き
な

反
発
を
呼
ん
で
各
地
で
暴
動
が
勃
発
し
、

そ
の
結
果
46
年
12
月
、
ネ
ル
ー
首
相
の

も
と
、
独
立
を
達
成
し
て
い
る
。

問
題
13：

日
本
国
憲
法
は
ア
メ
リ
カ
の

押
し
付
け
だ
っ
た
の
か
（
以
下
次
号
）

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学

院
、
日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視

委
員
会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ

イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。
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